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1．調査の概要 

青森県（日本海側～陸奥湾の主要 21 港）、秋田県、山形県、新潟県、富山県、石川県（主

要 10 港）における月別漁業種類別水揚量を集計し、漁獲状況を把握した。ただし、キツ

ネメバルやタヌキメバルなどの近縁種を区別していない場合が多く、その組成も不明で

ある。現状ではクロソイと報告にあったデータを漁獲量として集計し、解析を行った。 
 
2．漁業の概要 

日本海北部海域におけるクロソイの 2020 年総漁獲量は 97.0 トンであり、青森県（68.3%）

の割合が過半数を占め、続いて秋田県（10.7%）、新潟県（8.7%）、山形県（6.3%）、石川県

（3.9%）、富山県（2.0%）の順に漁獲割合が高い（図 1）。一年を通して漁獲されるも、日

本海北部における主漁期は 1〜5 月であり、新潟県以南では 3 月が漁獲のピークとなる

（図 2）。本種は主に定置網と刺網によって漁獲され、その２漁法が全体に占める割合は

81%だった（図 3）。 
 
  



3．生物学的特性 
(1)  分布・回遊：北海道全域、青森県〜長崎県の日本海・東シナ海沿岸、青森〜千葉県銚

子の太平洋沿岸、瀬戸内海、河北省〜浙江省の中国沿岸、朝鮮半島全沿岸〜間宮海峡

をへてサハリン南東岸・西岸、千島列島南部と、極めて広い範囲の沿岸部に分布する

（武藤 2018）。成長・繁殖に伴う局所的な回遊をすることが知られており、2 歳魚ま

での若齢個体は 20 m 以浅の岩礁帯や小波堤防に、成長に伴い 100 m 程度の水深帯で

生息する。夜間に活動的となり、視覚に基づいた強い帰巣性を持つことが知られてい

る（Kuroda et al. 2021）。 
(2)  年齢・成長：全長は 1 歳で 15cm、2 歳で 24cm、3 歳で 32cm と推定される(佐々木 

1989)。海域によって成長やその性差が異なるとされ、青森県のクロソイでは 5 歳以

降で雌が大型化するとの報告がなされているものの（佐々木ら 2004）、新潟県や宮城

県海域では明瞭な差は認められていない （酒井ら 1990, 図 4）。 
(3)  成熟・産卵：卵胎生魚であり、雄雌ともに 4 年で全ての個体が成熟する。11〜12 月

に交尾し、4 月下旬から 5 月上旬に 20～30m 帯に接岸して産仔する（佐々木 1989）。
仔魚は全長 7mm 程度であり、藻場や岩礁域に生息する（武藤 2018）。 

(4)  捕食被食関係：小魚、甲殻類、多毛類などを捕食する。種苗生産においては、産仔さ

れた個体にアルテミア、ワムシ、配合飼料を用いて飼育を行っている（中川 2008）。
被食関係は不明である。 

 
4．資源状態 

本種の水揚量集計においては、キツネメバルやタヌキメバルなどの近縁種を区別して

いないか一部混同している場合が多く、現段階では本系群における有効な資源量指標値

は得られていない。なお参考情報として、2020年において漁獲の約7割を占めた青森県で

は、2007年から2015年までの範囲で約50トンと漁獲量が概ね一定であり、2017年にかけて

125トンまで増加した。しかし、その後の4年間で緩やかな減少傾向に転じ、2020年では、

66トンだった。 
 
5．資源回復などに関するコメント 

今回扱ったデータにはクロソイ以外にもキツネメバルやタヌキメバルなどの近縁種が

含まれていた。資源評価を行う上で、これら近縁種を除外したクロソイの漁獲量を把握す

ることが重要だが、クロソイと近縁種を区別して漁獲量を集計することは極めて困難と

考えられる。 
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図 1．2020 年におけるクロソイの県別漁獲量 
本データにはキツメネバルやタヌキメバルなど近縁種の情報も含まれる。 
 

 

図 2．2020 年におけるクロソイの県別漁法別月別漁獲量 
斜め線が定置網・底建網、縦線が刺網、黒塗り白点が刺網を、菱形が底びき、白塗り黒

点がその他の漁法を表す。 



 
図 3．2020 年におけるクロソイの県別漁法別漁獲割合 

斜め線が定置網・底建網、縦線が刺網、黒塗り白点が刺網を、菱形が底びき、白塗り黒

点がその他の漁法を表す。 
 
 

 
図 4．クロソイの成長曲線（佐々木ら 2004 および酒井ら 1990 を改変） 
 
 
 
 



令和 3（2021）年度 資源評価調査報告書 

 

種名 クロソイ 対象水域 日本海北部のうち青森県日本海沿岸～陸奥湾 
都道府県名 青森県 担当機関名 青森県産業技術センター水産総合研究所 

 
１．調査の概要 

(1) 漁獲量集計：農林漁区日本海北区に該当する青森県日本海側から陸奥湾にかけての主

要 21 港の月別漁業種類別水揚量を集計した。なお、主要 21 港のうち 3 港では、クロ

ソイとキツネメバルを区別せず「そい」として取り扱っているものの、その多くはク

ロソイであることから集計に加えた。 
 
２．漁業の概要 

(1) 主要漁業：例年、定置網・底建網による漁獲が 8 割以上を占め、他に刺網、釣り・

延縄などで漁獲されている。主な漁期は 1～5 月である（図 1）。 
(2) 漁獲動向（図 2）：2007 年以降の年間水揚量は 43～125 トンで推移している。集計さ

れた年数が少なく動向は不明だが、直近 2 年は減少傾向である。2020 年の漁獲量は

66 トン（前年比 71％）であった。なお、2020 年の青森県太平洋北区におけるクロソ

イの漁獲量は 43 トンであった。 
 
３．生物学的特性 

(1) 分布・回遊：日本周辺、朝鮮半島、東シナ海に分布。全長 20cm ぐらいまでは防波堤

や岸近くの藻場や岩礁域に生息し、その後に水深 50 m～100 m ぐらいの岩礁域に移

動する（尼岡ほか 2020）。 
(2) 年齢・成長：Bertalanffy の成長式から推定された雌雄別の計算全長を図 3 に示す（宮

城県ほか 1993）。 
(3) 成熟・産卵：北海道寿都町沿岸では、雄は満 3 歳、雌は満 4 歳で成熟すると推定さ

れ、卵胎生魚であり、産仔期は 5～6 月（上田ほか 2003）。 
(4) 被捕食関係： － 

 
４．資源状態 

資源動向：現段階では、資源量指標値は得られていない。 

 
５．資源回復などに関するコメント 

一部漁協で全長制限による小型魚の保護に取り組んでいる。 
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図 1. 青森県日本海北区における 2020 年の月別漁業種類別のクロソイ漁獲量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2. 青森県日本海北区におけるクロソイ漁獲量（漁業種類別）の経年変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3. 青森県陸奥湾におけるクロソイの年齢と体長 
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